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「反抗」 の
一 形式 として の 「自己 」 の 不在

小池高史 （横浜国立大学大学院）

0　は じめに

　本報告では 、ガーフ ィンケル の 行な っ たある

違背実験にお い て 、 実験者 が被験者に反 抗的

だと認定されたケ
ー

ス からヒン トを得て 、 相互交

渉場面で のある種の 対応が、反抗的とみなされ

る形式に注 目し、そ の 提示 を試み る。

ここで は 、反抗的だとみなされ る当人 の 内に、

実際に反抗する意思が あるかどうか は問わない 。

ある相互行為場面で 、反抗が 当事者にとっ ても

第三者にとっ て も観察可能になること、そこに焦

点をあて る。

1 ガーフ ィ ン ケル の 違背実験

　ガーフ ィ ン ケ ル は、い くつ か の 有名な違背

実験の 一一
っ として 、学生たちに、彼 らの 家庭

で 自らを下宿人で ある と仮定 し、その 仮定を

行為に表 しなが ら過ごすよ うに指示 した。そ

こで学生たちは 、 家族 と馴れ馴れ し くす る こ

とを避け、堅苦 しい 口調で受け答えをし、語

りか けられた時 にだ け話 をす る とい う態度

をとっ た 。

　そ こ で 、被験者 である家族か ら得 られた反

応 は、困惑や怒 りであ り、実験者で あ る息子

や 娘の 態度の い くつ か は反抗的 だ と見な さ

れ た。

　 ガーフ ィ ン ケル は 、その 結果か ら家族生 活

の 基盤 、日常生活の 基盤 を解明 しよ うと した

が 、これ を家庭生活 にお い て 困惑や 怒 りが生

ま れ る
一

つ の ケ
ー

ス と して そ の ま まみ る こ

ともで き る。

　　（
一

般 的に期待 され る事柄 へ の ）違背状

況 は 、何 も実験場面 に限 っ て 出現す るわけ

で は ない
。 それ もまた、私た ちの 日常生 活

に含まれ て い る。先の 例で 、家族が 困惑や

怒 りを示 した の は、そ の違背 をどの よ うに

認め る か に つ い て の 規範 に従 っ て の こ とで あ

る。犯罪が、犯罪 と認識 され るた めに犯罪の

概念を必要 とす る （つ ま り、正 常な現象で な

けれ ばならない ）の と同 じように 、違背が 日

常生活 の 基盤 を揺 るがす ためには 、それが 日

常生活に組み 込まれて い なければならない。

　そ れ は 反抗 の 認 定が行なわれ る場面 を想 定

してみ て も 、 同 じこ とが 言えるだ ろう。以下で

は 、反抗認定場面 にお い て用い られ る、何が反

抗的なの かに つ い て の 知識 を析出 して い く。

2 期待され る 「自己亅 の 不在

　 こ こ で 提示す る相互 交渉場 面で 反抗 と認 定

される形式は、期待 され る 「自己」の 不在 とよ

べ るもの で ある。これは映画の シ ナ リオ を題材

として 、そ こ に書か れ て い る親
一

子、教師
一生

徒等の 会話場面で 、反抗が観察可能で ある発 話

を取 り出 し、検討 した結果発見 した もの で ある 。

　　「自己 」 の 不在 とは、「自己 亅 を表す応答の

不在の こ とであ る 。 それ は、「自己」 の 不在 と

呼ぼれ る前に、まず 「応答の 不在」と して見 出

され る。しか し、そ こで どの よ うな応答が期待

され て い る の か とい えば、そ れ は 「自己 」を示

す応答な の で ある。

　 また、こ こで い う 「自己 」 は西阪が相互行為

分析に よ り捉 えよ うとした 「心 」に含まれ る概

念で あるか もしれない 。こ こ で 「自己」 とい う

言 葉を使 うの は、「反抗 1 が 観察可能に なる場

面 にお い て、単なる 「心 」 とは違 う、主義を も

っ た 「反抗的な 自己 」が観察可能 とな るか らだ

　（「自己 」 0）不在が観察され る こ とと 「自己」

が観察され る こ とは表裏
一
体で あ り 、 同時に起

こ る）。

　 「自己 i の 不 在と 「反抗」が観察可能に なる

契機は 、 そ の 直後の 発 話タ
ー

ン で の 相手 の 応答
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に委ね られて い る 。 た とえば、イ ン タビ ュ
ー

場面で （イ ン タ ビ ュ ア
ー

とイ ン タ ビ ュ イ ーと

い う関係 で ）、イ ン タ ビ ュ イーの応答の 不在

があ っ て も、それ は しば しばイ ン タ ビ ュ ア ー

の 問い に原因が求め られ、「自己 」 の 不在や

1反抗亅 が観察可能になる こ とはな い
。

　観察可能な応答 の 不在が 、
「自己」 の 不在

と認 め られ ない 場合が あ る とい っ て も （実際、

数 と しては その 方が 多数派だ ろう）、それは

もちろん 「自己」 が認 め られ るとい うこ とで

はな い
。 応答の 不在が 、他の何 かに意味づ け

られた形で 観察可能になる。とい うこ とは つ

ま り、「自己 」 の 不在は い きな り 「自己 の 不

在」として観察可能に なっ て くる とい うこ と

である 。

3　反抗的でない 「自己 j の 不在

　た とえ 「自己 」 の 不在が観察可能 となる場

合で も、それが 「反抗 1 と認定されない こ と

もある。 しか も以下に提示す る形式におい て

は、「自己」 が不在で ある こ と自体が反抗的

で ない こ との 根拠 として利用 されて い る。

　報告者 が行な っ た ある高校の 教員た ちに

対す る聞き取 りに おい て、「最近の 生徒は反

抗的で な くな っ て きた」とい う言葉が得 られ

た。その 談話は、「反 抗的でない 」 こ とを調

査者 に納得 させ るために 、期待 された応答の

不在が その 根拠 として 構成 され て い た。

　こ れは、こ こ まで 述 べ て きた こ とと矛盾 し

て い るよ うに聞こ える。しか しその 場に い た

調査者 は、映画の シ ナ リオを読み 「反抗」 に

納得で きた の と同 じ よ うに、そ の 話を納得 し

て 聞 くこ とが で きた 。

　こ の こ とを理解す るた めには 、こ こ で 「使

用可能 な 自己 」とい う概念を用意する必 要が

あ る 。 相互 交渉場 面で 「自己」 の 不在が観察

可能に なる時、同時に 「心 」の 中に使 える 「自

己 1が あるか ど うか も観察可能に なる の で あ

る 。

　そ れ ら の 談話 で教師た ちが再 構成 しよ う

とす る相互交渉場面 は 、使 える 「自己 」 の 不

在が観察可能に なるため に 、
「自己」 の 不在が

反 抗 （的）で は ない との 認 定 を受け る根拠 とな

るケ
ース で あ る 。

　 つ ま り 、
「自己j の 不在が f反抗」 の

一
形式

として観察可能に なるため には、「本当は 「自

己」があるの に 、あえ て それを提示 して い ない 」

とい うこ とが 観察 可能になる こ とが必要なの

で ある。

4　考察

　以上 に述べ て きた こ とか らわか る こ とは 、 日

常に偏在する違背状況 は 、解釈 し うる幅の 広 い

もの として現れ る こ とが あ り 、 ある人物が 「反

抗的j であるだ とか 、 あ る行為が 「反抗」 だ と

か い っ た認定は 、それ を
一

つ の 枠組みで 理解す

る仕方の
一

形 式 として 現れ るの だ とい うこ と

で ある。

　 とすれば、当然その認定は
一

つ
一

つ の 場面 で

その 都度行 なわれ る もの だとい うこ とにな り、

「反抗的 な若者亅 とは 、

一・
つ
一

つ の 相互 交渉場

面で生み 出され る もの だ とい える 。 言 い 換えれ

ば、「反抗 」 の 認 定は 「反抗的な若者」 の うち

に見出され る もの では なく、それ ぞれ の 相互交

渉場面で 達成され るもの な の で ある 。
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